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蔵王山における人工地震構造探査
Active source seismic experiment in Zao Volcano, Japan
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蔵王山は，東北日本弧中央部に位置し宮城県と山形県にまたがる第四紀火山であり，現在の蔵王山の火山活動
の中心となる中央蔵王においては，火口湖・御釜周辺での火山泥流を伴う水蒸気噴火など多くの噴火記録が残
されている．一方，蔵王山直下では，2011年東北地方太平洋沖地震以後，深部低周波地震の活発化や浅部にお
ける長周期地震や火山性微動の発生が認められ，今後の活動に注視が必要であると考えられる．そのため，地
震波速度構造や減衰域分布といった将来の火山活動推移予測につながる基礎情報を得るために，「災害の軽減
に貢献するための地震火山観測研究計画」の一環として，人工地震を用いた構造探査実験を実施した． 
本人工地震探査は，全国の大学・気象庁あわせて9機関から21名が参加して2015年10月に行われ，2箇所のダイ
ナマイト地中発破 (薬量200kgおよび300kg) によって生じた地震波を132点の臨時観測点 (2Hz地震計・500Hzサ
ンプリング記録) および定常観測点において観測した．測線は，屈折法解析による火山体構造の基礎データの
取得およびファン・シューティング法的解析による御釜周辺の地下熱水系の解明を目指し，配置設定を
行った．また、地中発破に加え、砕石場における発破も活用し、表面波解析による浅部構造推定の精度向上も
目指した． 
得られた発破記録から，解析の第一段階として，初動到達時刻を手動検測して得られた走時曲線のtime term法
解析を行った結果，P波速度5.2～5.5 km/sの基盤が地表下約0.5kmの浅部にまで存在することが明らかと
なった．また，本人工地震探査時および2014年に予備観測として行った直線状アレイを用いた表面波の分散性
解析の結果も，ごく浅部まで高速度の基盤が存在することを示し，これらの結果は調和的である．一
方，ファン状に配置した観測点における発破記録の初動部および後続相のエネルギーを発破点からの方位角毎
に求め，御釜・噴気地帯を通過する前後の振幅比から波線に沿った減衰を推定した結果，御釜やや北東の深さ
約1km前後に減衰の大きな領域が存在することが示された． 
中央蔵王においては，これまで主に地質学的手法により山体構造の議論が行われてきており，標高1100m以上の
地点においても基盤露出が見られることなどから表層構造が薄い可能性が示唆されてきたが，本人工地震探査
の結果はこの地質断面構造とも整合的である．一方で，得られた速度構造は，これまで蔵王山の火山性地震の
震源決定に用いられてきた一次元速度構造よりも有意に高速度であり，今後震源分布の再検討が必要であ
る．また，御釜やや北東の噴気地帯直下の減衰域は，長周期地震の震源領域や全磁力繰り返し観測から推定さ
れる熱消磁域とほぼ一致し，破砕帯およびそこに介在する熱水等の流体の存在を示唆する．今後のさらなる解
析により，震源推定の高精度化など，火山活動および地下流体系の理解向上が期待される．
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